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	目次中「第七条」を「第七条の三」に改める。
	第六条中「地方公共団体は」の下に「、自ら率先して障害者を雇用するとともに」を加え、「とともに」を「ほか」に改める。
	第一章中第七条の次に次の二条を加える。
	第七条の二　厚生労働大臣は、国及び地方公共団体が障害者である職員がその有する能力を有効に発揮して職業生活において活躍することの推進（次項、次条及び第七十八条第一項第二号において「障害者である職員の職業
	第七条の三　国及び地方公共団体の任命権者（委任を受けて任命権を行う者を除く。以下同じ。）は、障害
	者活躍推進計画作成指針に即して、当該機関（当該任命権者の委任を受けて任命権を行う者に係る機関を
	含む。）が実施する障害者である職員の職業生活における活躍の推進に関する取組に関する計画（以下こ
	の条及び第七十八条第一項第二号において「障害者活躍推進計画」という。）を作成しなければならない。
	第四十条の見出し中「通報」の下に「等」を加え、同条に次の一項を加える。
	第四十五条第一項第二号及び第四十五条の二第一項第一号中「第七十八条第一項各号」を「第七十八条第二項各号」に改める。
	第四十八条第一項中「及び第三項」を「、第三項及び第四項」に改め、同条第七項中「、第五項」を「、第七項」に改め、同項を同条第十項とし、同条中第六項を第八項とし、同項の次に次の一項を加える。
	第四十八条中第五項を第七項とし、同条第四項中「及び次項」を「、次項及び第九項」に改め、同項を同条第六項とし、同条第三項の次に次の二項を加える。
	第四十九条第一項第一号の次に次の一号を加える。
	第五十条第四項中「第四十八条第六項」を「第四十八条第八項」に改める。
	第五十一条の見出し中「助成金」を「特例給付金及び助成金」に改め、同条第一項中「第四十九条第一項第二号」を「第四十九条第一項第一号の二の特例給付金及び同項第二号」に改め、同条第二項中「前項の」の下に「特
	第五十二条第二項中「（第八十二条第一項において「事業主等」という。）」を削る。
	第五十三条第一項中「調整金」の下に「、同項第一号の二の特例給付金」を加える。
	第五十四条第五項及び第五十五条第三項中「第四十八条第六項」を「第四十八条第八項」に改める。
	第五十六条第七項中「第四十八条第六項」を「第四十八条第八項」に、「同条第六項」を「同条第八項」に改める。
	第七十七条を次のように改める。
	第七十七条　厚生労働大臣は、その雇用する労働者の数が常時三百人以下である事業主からの申請に基づき、厚生労働省令で定めるところにより、当該事業主について、障害者の雇用の促進及び雇用の安定に関する取組に関
	第七十七条の二　前条第一項の認定を受けた事業主（次条において「認定事業主」という。）は、商品、役務の提供の用に供する物、商品又は役務の広告又は取引に用いる書類若しくは通信その他の厚生労働省令で定めるも
	第七十七条の三　厚生労働大臣は、認定事業主が次の各号のいずれかに該当するときは、第七十七条第一項の認定を取り消すことができる。
	第七十九条中第二項を第三項とし、同条第一項中「（身体障害者、知的障害者及び精神障害者（厚生労働省令で定める者に限る。以下この項において同じ。）に限る。以下この項及び第八十一条において同じ。）」、「厚生
	第八十一条の見出し中「届出」の下に「等」を加え、同条第二項中「前項」を「前二項」に、「同項の」を「当該」に改め、同項を同条第三項とし、同条第一項の次に次の一項を加える。
	第八十一条の次に次の一条を加える。
	第八十一条の二　労働者を雇用する事業主は、厚生労働省令で定めるところにより、第三十八条第六項、第四十三条第九項並びに第四十八条第四項及び第九項の規定による確認に関する書類（その保存に代えて電磁的記録の
	第八十二条第三項中「第一項」を「第二項」に改め、同項を同条第四項とし、同条中第二項を第三項とし、同条第一項中「より、事業主等」の下に「（事業主、その団体、第四十九条第一項第四号の二イに規定する法人又は
	第八十五条の二第二項中「第八十二条第一項」を「第八十二条第二項」に、「事業主等、」を「事業主等（事業主、その団体、第四十九条第一項第四号の二イに規定する法人又は同項第七号ロからニまでに掲げる法人をいう
	第八十六条第五号、第八十六条の二第二号及び第八十六条の三第五号中「第八十二条第一項」を「第八十二条第二項」に改め、同条の次に次の一条を加える。
	第八十六条の四　第七十七条の二第二項の規定に違反した者は、三十万円以下の罰金に処する。
	第九十一条第二号中「第八十二条第一項」を「第八十二条第二項」に改める。
	附則第三条第二項中「第七十八条第一項」を「第七十八条第二項」に改める。
	附則第四条第八項中「第四十八条第六項」を「第四十八条第八項」に改める。
	附則第五条第一項中「同条第六項」を「同条第八項」に改める。
	附　則
	第一条　この法律は、平成三十二年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。
	第二条　この法律による改正後の障害者の雇用の促進等に関する法律（以下「新法」という。）第七条の二第一項に規定する障害者活躍推進計画作成指針の策定及びこれに関し必要な手続その他の行為は、この法律の施行前
	第三条　前条に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。
	第四条　政府は、この法律の施行後三年を目途として、新法の規定について、その施行の状況等を勘案しつつ検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとする。
	理　由

